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	スライド番号 2
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	　（Ⅱ）201５（平成27）年12月16日最高裁訴訟�　A　上告理由
	　Ｂ　最高裁判決多数意見
	�　Ｃ個別意見、反対意見（1人）�　　国賠法請求については１4対１�　（山浦裁判官の反対意見のみ容認）
	　（Ⅲ）第二次訴訟等の展開
	（Ⅳ）最高裁への意見書の提出
	（Ⅴ）今後の検討課題

